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置く。

慶應義塾経済学会会則

第 1条本会は慶應義塾経済学会（The Keio Econo

mic Society)と称する。

第 2 条本会は経済学の研究およびその奨励，ならび 

に会員相互の親睦を図ることを目的とする。 

第 3 条本会は前条の目的を達成するため次の享業を 

行なう。

1 研究会の開催

2 機関誌「三田学会雑誌」およびその他研 

究成果の刊行 

3 講演会，資料展覧会の開催 

4 他の学会および諸団体との連絡 

5 その他本会の目的を達成するため適当と 

認める享業

第 4 条本会は慶應義塾大学経済学部所属専任者のう 

ち経済学を専攻する者をもって組織する。た 

だし特別会員をおくことができる。

第 5 条本会に次の役員を置く。

1 会 長 1名 2 副 会 長 1名 

3 委 員 長 1名 4 副 委 員 長 1名 

5 委 員 若 干 名 6 監#  2 名 

第 6 条 会 長 ，副会長，委員長，副委員長，委負およ 

び監事は，総会において決定する。

第 7 条会長は本会を代表する。副会長は会長を補佐 

する。委員は委員会を組織し会務を執行す 

る。委員長は委員会を代表し会務を統轄す 

る。副委員長は委員長を補佐する。監事は会 

計を監査する。

第 8 条会長および副会長の任期は1年，委員長，副 

委員長，委員および監事の任期は2 年とす 

る。ただし，再選を妨げない。

第 9 条会長は年一回総会を招集する。ただし必要に 

応;じ臨時総会を招集することもできる。

第10条会員は機関誌「三田学会雑誌」およびその他 

本会刊行物の配布を受けることができる。

第11条本会の経費は賛助金，補助金，会費およびそ 

の他の収入をもってこれに充てる。

第12条本会の会計年度は毎年4 月 1 日より翌年3 月 

31日迄とする。

第13条本会会則の変更は総会の決議による。

第14条本会の事務所は慶應» 塾経済学部研究室内に

経済学会委員 G984. 4 改選）

会 長 福岡正夫

副 会 長 黒川俊雄

委 員 長 大熊一郎

副委員長 高山隆三

委 員 佐々波楊子 川又邦雄 神代光朗

清水雅彦 小室正紀 寺出道雄

杉浦章介

監 事 安川正彬 S 田重夫

経済学会事業報告（0S和58年度）

< 刊行物〉

三田学会雑誌76卷 1号から76卷 6 号まで刊行 

Keio Elconomic Studies Vol.19, No.2, Vol.20, No.l

を刊行 

< 報告会〉

6 月16日 「フランクリン抄」 渡辺國廣

6 月23日 r新しい地理学の地平」 杉浦享介 

6 月30日 「Incentive Compatibility について」

中村慎助

< 特別報告会 >  (商学会共催）

6 月27日 「欧州における日本企業一経営管理 

方式の適応性」

ロンド ン 大 学 教 授 Kenneth E. Thurley

< 講演会>

4 月 6 日 （塾主催） 「ヨーロッバにおける工業 

化過程にかんする新解釈」

ェモリ一大学教授 R. E. Cameron

" William Rand Kenan

4 月28日 （小泉基金）

「最近における英国労使関係 

変革の動向」

ロンドン大学教授 B. C. Roberts

7 月11日 （小泉基金）

「イギリスにおけるマルクス主義の

影響」

ウォーリック大学名誉教授ロイドン.'、リスン 

10月21日 （塾 • 商学会共催）

「経済学方法論における最近の発展」 

ノッティンガム大 学 教 授 A. W . コーツ


